
　
　
　
　
　
財
団
・
組
合
及
び
社
団
の
結
合
構
造
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
　
寿
　
二

　
　
　
　
　
　
第
二
　
財
団
の
結
合
構
造

　
　
　
　
　
　
　
四
　
財
団
的
結
合
体
の
例
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
０
　
序

　
Ｉ
　
財
団
的
結
合
体
の
例
と
し
て
、
財
団
的
宗
教
結
合
体
、
特
に
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
寺
院
・
神
社
を
採
り
上
げ

た
。
そ
の
他
は
他
の
機
会
を
得
た
い
。
は
じ
め
に
そ
れ
ら
各
々
の
性
質
、
法
、
権
威
構
造
等
を
概
観
す
る
。

　
２
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
寺
院
・
神
社
の
性
質

　
ま
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
性
質
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
以
下
本
項
で
は
単
に
教
会
と
呼
ぶ
）
は
、
教
祖
の
教

え
を
布
め
、
儀
式
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
聖
職
者
と
物
（
教
会
七
二
八
）
と
の
結
合
体
を
謂
う
。
教
会
が
財
団
的
性
質
を
も

つ
と
い
う
見
解
に
は
、
例
え
ば
、
教
会
は
神
の
財
団
で
あ
る
、
教
会
は
秘
蹟
的
s
a
k
r
a
m
e
n
t
a
l
聖
職
者
の
救
拯
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト

　
　
　
財
団
・
組
合
及
び
社
団
の
結
合
構
造
（
四
）
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H
e
i
l
s
a
n
s
t
a
l
t
で
あ
る
叉
ヽ
と
か
ヽ
教
会
は
教
朧
及
び
司
教
B
i
s
c
h
o
f
当
局
の
支
配
下
の
法
的
営
造
物
R
e
c
h
t
s
a
n
s
t
a
l
t
で
あ
か

と
か
、
教
会
法
法
典
（
九
九
）
は
、
教
会
及
び
神
学
校
を
財
団
法
人
と
規
定
し
た
り
、
教
会
は
、
法
的
に
は
全
体
と
し
て
一
の
営
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

物
と
考
え
ら
れ
る
、
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
勿
論
、
教
会
も
一
の
社
会
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
構
成
員
が
あ
り
、
人
的
集
団
C
O
e
t
u
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

h
o
m
i
n
u
m
が
存
在
す
る
、
教
会
と
い
う
語
は
、
実
は
集
会
を
意
味
す
る
、
教
会
は
キ
リ
ス
ト
に
在
る
す
べ
て
の
神
の
子
ら
の
集
合

で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
教
会
に
人
の
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
員
は
、
聖
職
者

で
あ
っ
心
、
信
者
の
団
体
で
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
が
た
め
に
教
会
を
社
団
で
あ
る
と
す
る
の
は
本
稿
と
は
別
な
視
点
か
ら
の
考
察
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
「
信
者
」
の
中
に
は
平
信
者
は
勿
論
、
聖
職
者
も
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
聖
職
者
に
そ
の
権
限
を
付

与
す
る
の
は
「
信
者
」
の
団
体
で
は
な
い
・
彼
ら
は
教
祖
か
ら
直
接
に
そ
の
使
命
と
権
限
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
か
い
、
か
か
る
平

　
「
信
者
」
は
、
教
会
の
意
思
形
成
者
と
し
て
の
構
成
員
で
は
な
い
。
教
会
は
ま
た
、
そ
の
本
質
は
霊
魂
の
社
会
で
あ
り
、
教
祖
の
地

上
に
お
け
る
生
存
が
永
遠
化
さ
れ
た
神
秘
体
で
あ
り
叫
｡
’
教
祖
の
体
で
あ
り
、
教
祖
は
ま
た
教
会
の
頭
で
あ
ひ
、
と
い
わ
れ
る
。
さ
て

教
会
は
、
地
上
の
現
存
者
及
び
過
去
、
未
来
の
人
々
を
含
む
、
有
機
体
、
生
命
体
で
あ
る
と
し
て
も
、
少
く
と
も
見
え
る
教
会
は
一

定
の
組
織
を
も
ヅ
人
の
集
団
が
組
織
を
も
つ
限
り
、
そ
こ
に
は
権
力
が
生
れ
、
法
が
行
な
わ
れ
心
］
。
教
会
も
ま
た
法
的
教
会
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
別
言
す
れ
ば
、
教
会
が
信
仰
の
団
体
に
法
的
組
織
を
併
せ
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
教
会
は
、
い
わ
ば
、
神
の
国
の
表
現
U
a
r
s
t
e
l
l
u
n
g
で
あ
る
。
教
会
の
課
題
は
精
神
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
他

面
、
教
会
自
体
は
一
つ
の
機
構
的
建
築
、
調
和
さ
れ
た
構
造
を
も
つ
外
部
的
法
秩
序
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
法
的
組
織
は
教
会
の
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

物
を
支
持
し
、
且
つ
負
担
す
る
と
こ
ろ
の
力
強
い
足
場
で
も
あ
る
。
即
ち
教
会
は
い
つ
も
忠
実
に
、
原
則
に
お
い
て
そ
の
創
立
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

意
思
に
そ
い
な
が
ら
、
信
仰
の
団
体
を
法
制
度
に
よ
っ
て
支
え
て
い
る
。
か
か
る
教
会
は
、
神
性
・
不
変
性
・
永
続
性
・
一
体
性
・
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匈

唯
一
性
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勁

　
な
お
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
典
（
一
〇
〇
Ｉ
）
に
よ
れ
ば
、
カ
ト
リ
″
ク
教
会
お
よ
び
使
徒
座
は
、
神
の
制
定
に
か
か
わ
る
法
人

と
し
て
人
格
を
有
す
る
。
教
会
法
上
の
法
人
（
教
会
法
人
）
が
、
国
家
法
上
の
法
人
と
必
ず
し
も
常
に
同
一
と
は
言
い
得
な
い
こ
と

は
、
教
会
法
の
性
質
か
ら
推
知
で
き
る
。
執
し
、
教
会
法
人
も
、
教
会
法
の
下
に
権
利
能
力
者
と
し
て
、
立
つ
こ
と
心
、
疑
な
い
。

教
会
は
神
の
秩
序
に
よ
る
法
人
で
、
し
か
も
「
財
団
法
人
」
（
教
会
九
九
）
で
あ
る
。
そ
し
て
教
会
法
人
は
「
未
成
年
者
と
等
し
く

　
　
　
　
　
叫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収

取
扱
わ
れ
る
」
（
教
会
一
〇
〇
ｍ
）
か
ら
、
外
部
に
対
す
る
法
律
行
為
は
、
法
人
の
長
、
管
理
者
等
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
教
会
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
ど
ん
な
組
織
を
も
つ
べ
き
か
等
の
棍
源
的
な
も
の
は
設
立
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
が
、
現

実
に
、
如
何
に
活
動
す
べ
き
か
は
、
代
理
人
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
示
す
。
そ
の
結
果
、
代
理
人
は
、
代
理
権
の
範
囲

内
で
は
、
自
己
の
判
断
で
自
由
に
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
代
理
人
は
代
理
権
な
く
し
て
一
定
の
行
為
に
出
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
教
会
は
財
団
法
人
で
あ
る
か
ら
、
自
己
解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
唯
、
法
的
権
威
者
に
よ
り
、
ま
た
は
百
年
間
に
亘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

中
絶
状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
消
滅
す
る
。

　
次
に
、
寺
院
の
性
質
に
つ
い
て
。
寺
院
は
そ
の
所
属
宗
派
の
教
義
を
宣
布
し
、
儀
式
の
執
行
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
教
祖
・
宗
祖

お
よ
び
僧
職
者
と
、
堂
宇
そ
の
他
の
施
設
と
の
結
合
体
で
あ
る
。
寺
院
を
単
に
仏
舎
叫
と
し
た
り
、
仏
像
を
安
置
し
僧
尼
の
止
宿
す
る

屋
宇
匈
、
と
し
た
り
、
ま
た
、
無
檀
無
住
の
寺
院
は
廃
止
ら
る
と
か
、
寺
院
の
構
成
要
素
に
檀
信
徒
を
含
ま
し
め
る
よ
う
な
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

と
ら
な
い
。
本
稿
は
、
寺
院
は
財
団
性
を
有
す
る
と
考
え
る
。
寺
院
が
、
神
性
、
不
変
性
、
永
続
性
を
有
す
る
こ
と
は
カ
ト
リ
。
ク

教
会
と
同
じ
で
あ
る
。

　
更
に
、
神
社
の
性
格
に
つ
い
て
。
神
社
は
そ
の
教
義
を
宣
布
し
、
祭
祀
そ
の
他
の
儀
式
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
設
立
者
お
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よ
び
聖
職
者
と
神
殿
そ
の
他
の
施
設
と
の
結
合
体
で
あ
る
。
神
社
も
神
性
、
永
続
性
、
不
変
性
を
有
す
る
。

　
最
後
に
、
国
家
法
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
寺
院
お
よ
び
神
社
の
性
格
を
ど
う
み
た
か
。
宗
教
団
体
法
制
定
ま
で
は
、
特
に
ま
と
ま

っ
た
宗
教
団
体
法
規
は
な
い
。
唯
、
政
府
は
数
次
（
第
一
四
回
、
第
五
二
回
、
第
五
六
回
匈
等
）
に
亘
り
帝
国
議
会
に
宗
教
団
体
に
関

す
る
法
案
を
規
出
し
た
が
、
通
過
し
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
は
、
徳
川
幕
府
以
来
の
禁
圧
の
方
針
で
あ
っ
た
の

が
、
明
治
六
年
の
所
謂
高
札
撤
去
叫
に
よ
っ
て
そ
の
布
教
も
欽
認
の
形
に
な
っ
た
。
そ
の
後
帝
国
憲
法
に
よ
っ
て
漸
く
形
の
上
の
差
別

は
な
く
な
り
、
降
っ
て
明
治
三
〇
年
代
に
入
っ
て
、
布
教
そ
の
他
に
つ
き
、
仏
教
そ
の
他
の
宗
教
と
ほ
ぼ
同
等
近
い
取
扱
い
を
う
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
社
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
明
治
十
年
頃
か
ら
、
神
社
は
国
家
の
祭
祀
で
あ
る
と
し
て
取
扱
う
よ
う
に
な

に
Ｉ
、
こ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
制
度
づ
け
ら
れ
て
Ｍ
邨
、
敗
戦
ま
で
つ
づ
い
た
。
唯
、
神
社
の
財
団
的
性
格
は
、
事
実
上
も
理
論
上
も
、
民
法

施
行
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
た
。
寺
院
の
法
人
性
は
、
理
論
上
は
勿
論
、
事
実
上
、
政
府
も
認
め
ら

Ｉ
。
明
治
一
七
年
太
政
官
有
進
一
九

号
は
寺
院
そ
の
他
の
宗
教
団
体
に
管
長
を
置
く
こ
と
と
し
、
彼
に
最
高
の
品
級
権
、
裁
治
権
を
認
め
た
が
、
宗
教
団
体
法
（
昭
和
一

四
年
制
定
）
に
も
、
こ
れ
が
引
き
つ
が
れ
た
。
同
法
に
よ
っ
て
、
寺
院
は
当
然
に
法
人
と
さ
れ
、
教
会
お
よ
び
教
団
は
、
法
人
格
を

取
得
で
き
る
こ
と
と
し
た
が
（
二
）
、
政
府
が
、
宗
教
団
体
の
教
義
、
本
尊
等
の
宗
教
面
に
も
干
渉
の
手
が
伸
ば
し
得
る
よ
う
な
規

定
（
六
）
を
置
い
た
。
宗
教
法
人
令
（
昭
二
一
年
制
定
）
に
な
る
と
、
神
社
も
宗
教
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
政
府

の
統
教
権
は
全
面
的
に
後
退
し
、
教
会
、
寺
院
、
神
社
の
裁
治
権
、
品
級
権
は
各
組
合
体
の
自
治
立
法
に
委
ね
た
。
宗
教
法
人
法

　
（
昭
和
二
六
年
制
定
）
は
、
特
に
宗
教
団
体
の
財
産
権
の
主
体
た
る
面
を
取
り
上
げ
て
規
定
し
二
）
、
宗
教
面
に
触
れ
る
こ
と
は

極
力
避
け
た
。
宗
教
法
人
命
も
宗
教
法
人
法
も
、
唯
、
宗
教
結
合
体
の
財
産
に
関
す
る
点
の
み
に
関
し
て
設
定
し
た
法
で
、
そ
の
規

定
は
宗
教
結
合
体
の
全
面
を
示
し
て
い
な
い
。
宗
教
団
体
法
は
宗
教
結
合
体
の
宗
教
面
に
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
国
家
に
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必
要
な
点
に
の
み
触
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
結
合
体
の
全
面
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
宗
教
結
合
体
と
し
て
の
全
体
性
は
、
こ
れ

ら
一
面
的
な
国
家
法
の
外
に
、
各
結
合
体
の
自
治
法
規
、
慣
習
な
ど
を
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
３
　
カ
ト
リ
ｙ
ク
教
会
・
寺
院
お
よ
び
神
社
の
区
分
。
こ
れ
ら
の
結
合
体
も
種
々
の
観
点
か
ら
区
分
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
若
干

に
触
れ
て
お
く
。

　
キ
リ
ス
ト
教
会
を
、
可
見
的
教
会
と
不
可
見
的
教
会
と
に
区
別
す
る
見
解
が
あ
る
。
可
見
的
教
会
は
、
目
に
見
え
、
耳
に
き
こ

え
、
信
じ
る
こ
と
の
で
き
る
公
の
教
会
、
教
え
・
決
定
し
・
洗
礼
を
さ
ず
け
る
教
ら
を
指
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
は
こ
の
可
見
性
こ

そ
教
会
の
特
色
で
あ
る
と
す
る
。
不
可
見
的
教
会
剱
は
、
内
的
・
霊
的
な
教
会
で
、
新
教
で
は
こ
れ
の
み
が
真
の
教
会
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
、
普
辺
的
教
会
と
地
方
的
教
会
の
区
別
が
あ
る
。
普
辺
的
教
会
は
地
方
的
教
会
を
包
括
し
、
そ
れ
に

先
行
し
、
そ
れ
を
生
み
、
即
ち
、
天
主
の
永
遠
の
経
綸
に
お
い
て
、
そ
の
神
的
創
造
者
の
計
画
に
お
い
て
、
時
間
と
歴
史
に
お
い
て
、

そ
の
本
体
と
そ
の
富
に
お
い
て
、
普
辺
的
教
会
こ
そ
ヽ
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
ヽ
地
方
的
教
会
に
比
し
て
第
一
で
あ
る
ヽ
と
い
O
S

従
っ
て
地
方
的
教
会
は
普
辺
的
教
会
か
ら
発
し
、
そ
れ
か
ら
そ
の
全
て
の
存
在
を
得
る
。
普
辺
的
教
会
は
、
地
方
的
教
会
の
後
に
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
る
。

　
寺
院
の
区
分
に
つ
い
て
。
一
宗
門
の
寺
院
中
最
高
位
の
統
治
権
を
も
つ
寺
院
（
一
寺
ま
た
は
数
寺
）
を
冠
称
し
て
本
山
ま
た
は
本
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴎

と
い
い
、
本
山
ま
た
は
本
寺
に
従
属
す
る
寺
院
を
末
山
ま
た
は
末
寺
二
瓶
寺
院
と
い
う
。
両
者
は
事
実
上
上
下
直
系
の
関
係
に
あ
る
。

沿
革
上
は
、
徳
川
時
代
に
、
宗
派
の
統
制
監
督
の
必
要
上
設
け
た
と
さ
れ
る
。
本
山
と
別
に
本
山
寺
と
い
わ
れ
る
寺
院
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
本
山
の
宗
派
に
属
し
て
、
宗
派
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
宗
制
・
寺
法
は
本
山
寺
の
寺
規
則
で
は
な
い
し
、
管
長
が
本
山
寺
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

職
た
る
と
否
と
を
問
わ
な
い
。
こ
の
本
末
関
係
も
明
治
以
降
の
本
山
の
改
革
、
特
に
敗
戦
後
の
宗
門
の
民
主
化
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。
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神
社
の
区
別
に
つ
い
て
。
神
社
に
は
古
来
か
ら
社
格
が
あ
っ
て
尊
貴
の
差
を
つ
け
、
神
官
と
そ
の
所
管
の
下
に
多
く
の
神
社
が
奉

祀
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
神
宮
の
よ
う
な
、
社
格
の
定
め
の
な
い
最
高
尊
貴
の
神
社
と
一
般
神
社
と
の
区
分
も
あ
っ
た
ａ
。
敗
戦
後
は

右
の
区
別
は
、
制
度
上
な
く
な
り
、
例
え
ば
「
神
社
本
庁
」
庁
規
等
に
よ
れ
ば
、
神
社
本
庁
の
本
宗
と
し
て
の
伊
勢
の
神
宮
と
そ
れ

以
外
の
本
庁
所
属
の
神
社
と
存
在
す
る
の
み
に
な
っ
た
。
た
だ
事
実
上
は
、
尊
貴
の
区
別
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
４
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
寺
院
お
よ
び
神
社
の
宗
門
法
。
教
会
・
寺
院
・
神
社
は
国
家
法
と
は
別
に
、
固
有
の
自
治
法
を
も
つ
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
に
つ
い
て
。
カ
ト
リ
″
ク
教
会
の
実
定
的
組
織
法
と
し
て
の
教
会
法
典
を
含
め
て
、
一
般
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
法
の
性
質
は
、
国
内
法
や
国
際
法
の
よ
う
な
意
味
の
法
で
は
な
い
。
教
会
法
の
特
殊
性
は
、
教
会
の
特
殊
な
目
的
と
、
教
会
法

が
神
の
権
威
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
生
じ
る
Ｑ
・
教
会
法
は
教
理
的
所
与
に
結
ば
れ
て
お
り
べ
そ
の
点
、
神
学
流
の
法

　
　
卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

で
あ
る
。
こ
の
た
め
教
会
法
を
よ
く
理
解
す
る
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
感
受
洗
が
必
要
で
あ
る
、
と
さ
え
言
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で

教
会
法
は
、
法
律
組
織
を
た
だ
附
随
的
に
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
社
会
の
秩
序
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
法
が
時
間
的
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

界
を
有
す
る
社
会
を
律
す
る
の
に
反
し
て
、
教
会
法
は
、
永
遠
に
栄
え
る
地
上
の
霊
的
社
会
を
律
す
る
。
然
し
、
教
会
法
も
神
学
の

分
科
で
は
な
く
、
法
学
に
属
し
、
外
的
秩
序
に
の
み
関
す
る
こ
と
は
一
般
の
法
と
違
い
は
な
い
。
こ
の
点
、
教
会
法
も
権
力
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

立
て
ら
れ
た
命
令
的
秩
序
で
あ
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ
得
る
。
こ
の
権
力
は
凡
て
神
に
由
来
す
る
か
ら
、
即
ち
神
は
凡
ゆ
る
人
間
的
権

力
に
無
限
に
ま
さ
る
一
つ
の
権
力
を
賦
与
し
た
代
表
者
に
よ
っ
て
、
教
会
を
主
宰
す
る
か
ら
、
こ
の
権
力
は
社
会
的
権
力
よ
り
も
遥

か
に
強
い
。
ま
た
、
そ
の
権
力
が
教
会
の
主
体
間
を
結
合
す
る
の
は
、
有
機
的
、
法
的
紐
帯
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
こ

の
結
合
は
霊
的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
信
仰
人
に
と
っ
て
確
か
な
一
実
在
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
強
力
な
法
で
あ
る
か
ら
、
教
会
法
は
、
通
常
の
意
味
の
刑
罰
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
な
く
て
も
、
効
力
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に
欠
く
こ
と
は
な
い
、
そ
の
背
景
に
は
、
常
に
神
の
制
裁
即
ち
罪
が
存
在
す
る
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ら
。
ま
た
、
教
会
法
の
中

で
も
、
特
に
固
有
の
意
味
に
お
け
る
憲
法
、
即
ち
根
本
組
織
法
は
、
教
会
の
設
立
者
に
よ
っ
て
永
遠
に
与
え
ら
れ
た
不
変
の
秩
序
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
神
の
啓
示
の
表
現
で
あ
る
と
こ
ろ
の
聖
書
の
中
ま
た
は
教
会
の
伝
統
の
中
に
あ
る
。
例
え
ば
、
教
皇
権
、
司
教

庁
、
聖
職
者
と
平
信
者
と
の
分
離
、
婚
姻
の
不
解
消
性
な
ど
で
、
こ
れ
は
神
の
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
ら
。
こ
の
神
の
法
の
外
に
、
教

会
の
歴
史
的
発
展
に
応
じ
て
制
定
さ
れ
る
可
変
的
な
、
所
謂
人
法
が
あ
る
。
教
会
法
は
、
か
く
て
一
般
的
、
永
続
的
、
恒
常
的
性
質

を
も
っ
た
法
で
あ
る
と
い
い
得
る
。

　
次
に
、
寺
院
自
治
法
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
寺
院
自
治
法
と
は
、
一
寺
が
自
ら
の
た
め
に
制
定
し
た
寺
院
規
則
と
宗
門
が
制
定
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

宗
制
・
寺
法
な
ど
を
指
す
。
宗
制
・
寺
法
に
は
そ
の
制
定
者
と
受
範
者
が
、
同
じ
も
の
と
異
な
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
後
者
の
場
合

宗
派
所
属
の
寺
院
に
と
っ
て
は
、
屹
度
服
従
す
べ
き
上
位
規
範
で
、
寺
規
則
は
そ
れ
か
ら
発
し
、
そ
の
基
本
原
則
は
宗
制
・
寺
法
に

基
づ
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
唯
、
当
該
寺
院
の
沿
革
そ
の
他
に
よ
り
特
別
な
規
定
が
加
え
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
但
し
、
単
立
寺
院
は
、

宗
制
・
寺
法
と
は
無
関
係
で
は
な
い
が
、
財
産
に
関
し
極
め
て
広
い
範
囲
で
自
治
立
法
が
で
き
る
。
な
お
、
宗
制
は
原
則
と
し
て
変

更
不
可
能
で
あ
る
が
、
寺
法
は
比
較
的
可
能
で
あ
る
。

　
班
に
、
神
社
自
治
法
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
神
社
自
治
法
と
は
、
神
宮
、
神
社
の
制
定
す
る
神
宮
規
則
、
神
社
規
則
お
よ
び
神
社
が

所
属
す
る
教
派
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
教
派
の
法
も
含
め
て
い
う
。
神
宮
規
則
お
よ
び
神
社
規
則
は
、
こ
の
場
合
、
教
派
の
法
か
ら

発
し
、
前
者
の
大
綱
が
、
教
派
の
法
に
基
づ
く
こ
と
は
寺
院
自
治
法
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
神
宮
・
神
社
が
固
有
の
意
味
の
広
範

囲
に
亘
っ
て
自
論
法
を
制
定
し
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
、
然
も
そ
の
立
法
事
項
は
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
面
に
多
く
触
れ
て
い
る
。

勿
論
、
こ
の
た
め
に
、
神
社
が
財
団
的
宗
教
結
合
体
で
あ
る
点
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
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５
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
宗
派
お
よ
び
寺
院
・
教
派
お
よ
び
神
社
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

　
あ
る
権
威
と
共
に
人
の
集
団
が
組
織
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
権
威
を
担
う
も
の
と
し
て
の
権
力
組
織
が
生
れ
い
。
但
し
、
こ
の
権
力

関
係
も
、
宗
教
関
係
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
国
家
権
力
に
お
け
る
刑
罰
権
の
よ
う
な
も
の
と
ち
が
っ
て
、
単
な
る
拘
束
的
な
力
関

係
、
即
ち
外
的
・
物
的
な
強
制
力
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
、
通
常
、
当
事
者
が
権
威
に
随
順
し
、
随
喜
す
る
よ
う
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
？
一
一
。
権
威
は
常
に
権
威
づ
け
る
も
の
と
権
威
づ
け
ら
れ
る
も
の
、
お
よ
び
そ
の
上
下
関
係
が
存
在
し
、
そ
の
中
の
Ｉ

つ
が
唯
一
の
も
の
と
さ
れ
た
り
、
権
威
づ
け
る
も
の
と
権
威
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
が
混
在
し
た
り
す
ら
。
権
威
は
ま
た
複
数
的
に
存

在
し
、
一
方
の
権
威
は
、
他
の
権
威
に
従
属
し
、
ま
た
、
こ
れ
を
か
さ
に
き
る
。
こ
の
相
互
関
係
は
ま
た
、
一
方
は
他
方
を
利
用
し

ま
た
守
護
す
句
・
宗
数
的
権
威
は
、
初
め
ヽ
教
祖
ま
た
は
宗
祖
の
人
格
的
な
も
の
と
し
て
発
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
支
配
は
や
が

て
、
世
俗
的
な
様
式
化
・
制
度
化
（
例
え
ば
経
典
・
律
法
・
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
る
こ
と
）
に
進
み
が
ち
で
、
こ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴎

っ
て
更
に
ま
た
、
権
威
は
固
定
し
、
永
続
し
、
そ
こ
に
人
格
と
制
度
と
の
一
体
化
を
み
る
。
そ
し
て
、
こ
の
制
度
化
さ
れ
た
宗
教
的

権
威
に
は
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
H
i
e
r
a
r
c
h
i
e
が
予
想
さ
れ
る
。
権
威
は
財
団
的
宗
教
結
合
体
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
立
者
た
る
教
祖
ま

た
は
宗
祖
な
ど
の
単
独
意
思
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
、
そ
れ
を
示
さ
れ
た
人
々
の
集
団
は
統
合
的
、
統
一
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
形
成

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
権
威
と
結
合
体
の
統
一
を
維
持
す
る
た
め
に
、
最
高
権
威
・
不
可
謬
性
が
要
請
さ
れ
る
。
か
く
て
、
こ
の
宗

教
結
合
体
の
支
配
形
態
は
所
謂
カ
リ
ス
マ
的
で
あ
り
、
伝
統
的
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
つ
い
て
。
教
会
は
、
最
高
の
形
而
上
学
的
権
力
、
歴
史
的
権
力
、
倫
理
的
権
力
、

社
会
的
権
力
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
わ
れ
る
喘
。
教
会
は
、
教
祖
が
使
徒
ペ
テ
ロ
お
よ
び
そ
の
後
継
者
た
ち
に
与
え
た
教
会
支
配
の

た
め
の
権
力
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
教
祖
か
ら
出
る
あ
ら
ゆ
る
権
威
、
権
力
の
組
織
は
君
主
制
に
似
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て
造
ら
れ
、
教
皇
は
全
教
会
に
お
い
て
、
司
教
は
各
司
教
区
に
お
い
て
統
治
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
権
限
を
通
常
の
意
味

の
立
法
権
・
行
政
権
・
司
法
権
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
人
が
三
権
を
併
有
し
て
い
る
の
で
あ
か
。
こ
の
君
主
制
に
似
た

権
力
構
造
は
、
強
力
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
形
成
す

ら

。
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
は
、
教
祖
が
、
使
徒
ペ
テ
ロ
と
使
徒
団
の
上
に
こ
れ

を
予
告
し
、
約
束
し
、
設
立
し
た
。
こ
れ
が
既
に
二
世
紀
の
初
め
か
ら
、
教
会
の
頭
た
る
一
人
の
司
教
と
、
こ
れ
を
援
助
す
る
司
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

お
よ
び
執
事
の
団
体
と
い
う
形
態
で
、
存
在
し
た
と
い
う
。
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
は
、
教
会
を
治
め
、
統
一
を
確
保
し
、
真
理
の

運
命
を
永
久
に
保
証
せ
ん
が
た
め
に
教
祖
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
変
更
で
き
な

心
。
ま
た
そ
れ
は
、
人
間
に
関
す
る
制
度

で
あ
る
が
、
次
の
意
味
に
と
ら
れ
る
。
即
ち
、
全
体
と
し
て
の
教
会
の
権
力
と
そ
れ
に
参
加
す
る
人
々
の
、
一
方
が
他
方
に
対
す
る

従
属
の
順
序
と
い
う
こ
と
。
こ
の
教
会
の
権
力
は
品
級
権
p
o
t
e
s
t
a
s

o
r
d
i
n
i
s
と
裁
治
権
p
o
t
e
s
t
a
s
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n
i
s
に
分
け
ら
れ

ら

。
こ
の
品
級
権
と
裁
治
権
は
、
一
の
帯
有
者
が
他
を
有
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
品
級
権
は
、
按

手
礼
か
ら
受
け
る
権
威
に
基
づ
き
、
典
礼
に
よ
っ
て
、
神
の
礼
拝
に
関
し
、
特
に
聖
体
の
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
、
秘
蹟
の
管
理
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ

し
、
信
者
を
聖
別
す
る
力
で
あ
る
。
裁
治
権
は
、
教
会
に
お
い
て
、
超
自
然
的
目
的
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
信
者
を
統
治
す
る
力
、

即
ち
教
会
を
管
理
し
信
者
を
教
育
す
る
力
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
威
は
、
教
皇
は
、
神
の
法
に
応
じ
合
理
的
選
挙
と
そ
の
受
諾
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

て
取
得
し
、
そ
の
他
は
、
高
度
の
権
威
の
委
任
に
基
い
て
取
得
す
る
。
品
級
権
と
政
治
権
は
互
に
密
接
な
関
係
に
立
つ
。
即
ち
、
両

者
共
、
超
自
然
的
目
標
の
た
め
の
神
聖
な
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
お
よ
び
両
者
の
一
般
的
目
標
―
永
遠
の
救
い
ｌ
ｌ
は
同
じ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
両
者
は
ま
た
、
次
の
点
で
異
な
る
。
ま
ず
、
そ
の
直
接
の
始
源
が
異
な
る
。
即
ち
品
級
権
は
按
手
礼
に
よ
り
よ
教

会
一
〇
九
）
、
裁
流
権
は
神
の
法
に
よ
り
、
そ
の
他
教
会
法
上
の
「
叙
任
」
に
よ
り
（
教
会
一
〇
九
、
一
四
七
Ｉ
）
与
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
。
次
に
目
的
が
異
な
る
。
即
ち
、
品
級
権
は
聖
別
の
た
め
、
政
治
権
は
統
治
の
た
め
で
あ
る
こ
と
。
更
に
両
者
は
性
質
が
異
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な
る
。
即
ち
品
級
権
は
超
自
然
的
銘
印
m
a
r
k
ま
た
は
性
質
に
よ
り
、
取
消
し
が
で
き
な
い
こ
と
、
裁
治
権
は
道
徳
的
関
係
に
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ

つ
つ
、
他
の
事
情
に
応
じ
得
る
こ
と
な
ど
が
異
な
る
。
品
級
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
構
成
す
る
者
は
、
司
教
（
教
皇
は
品
級
権
に
つ
い

て
は
一
司
教
に
過
ぎ
な
い
）
－
１
司
祭
ｌ
下
位
聖
職
者
（
助
祭
・
副
助
祭
・
下
級
受
品
者
）
で
あ
る
。
裁
治
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を

構
成
す
る
も
の
は
、
上
級
の
高
位
聖
職
者
（
教
皇
職
）
１
隷
属
す
る
司
教
職
そ
の
他
の
従
属
的
職
階
（
司
教
区
で
は
、
司
教
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

理
、
司
教
地
方
代
理
、
小
教
区
主
任
司
祭
等
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
構
成
員
の
身
分
は
、
国
民
や
世
俗
的
権
力
に
か

　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

か
っ
て
は
い
な
い
。

　
宗
派
・
寺
院
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
。
宗
派
・
寺
院
に
お
け
る
現
実
の
宗
教
的
権
威
を
形
態
的
に
観
察
す
る
と
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

れ
が
統
一
的
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
集
合
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
存
在
す
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
徳
川
時
代
か
ら
明
治
の
初
期
ま
で
は
本
山
の
住
職
が
宗
門
を
統
轄
し
、
末
寺
の
僧
侶
を
指
揮
監
督
し
た
収
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
一

七
年
太
政
官
布
達
一
九
号
に
よ
り
、
管
長
は
、
内
は
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
教
権
を
運
用
し
て
宗
務
を
統
監
し
、
外
に
は
宗
派
を
代

表
し
た
。
例
え
ば
、
真
宗
本
願
寺
派
の
宗
制
・
寺
法
お
よ
び
寺
法
細
則
（
何
れ
も
明
治
一
九
年
発
布
昭
和
一
二
年
改
正
の
も
の
に
よ

る
）
等
に
よ
っ
て
み
る
と
、
品
級
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
頂
点
に
立
つ
法
主
（
寺
六
）
に
よ
っ
て
得
度
し
た
僧
侶
（
寺
七
）
は
教
師
ま

た
は
教
師
試
補
に
任
ぜ
ら
れ
て
（
寺
細
九
、
一
一
一
六
）
説
教
を
許
さ
れ
（
寺
細
一
三
）
品
級
の
職
に
つ
き
、
同
派
内
に
お
い
て

は
、
観
学
、
司
教
お
よ
び
准
司
教
、
輔
教
、
助
教
、
得
業
の
よ
う
な
学
階
が
存
在
す
る
（
寺
細
一
八
）
。
裁
治
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と

し
て
は
、
法
主
た
る
管
長
が
最
高
位
に
立
ち
（
寺
五
）
、
次
に
法
主
の
任
免
に
か
か
る
執
行
が
法
主
を
匡
輔
す
る
（
寺
九
、
一
一
、

一
五
）
。
執
行
は
派
内
の
興
学
・
布
教
・
統
理
の
責
任
を
負
い
、
僧
侶
の
懲
戒
権
を
も
つ
（
寺
一
一
、
一
二
、
二
二
）
。
執
行
の
事
務

を
助
け
る
た
め
の
各
種
の
任
務
を
も
つ
職
員
が
あ
り
、
ま
た
、
末
寺
は
派
の
法
度
に
服
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
（
寺
二
七
）
、
末
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寺
の
住
職
・
僧
侶
に
裁
治
権
は
お
よ
ぶ
。
ま
た
例
え
ば
曹
洞
宗
宗
憲
（
昭
和
一
六
年
発
布
）
お
よ
び
曹
洞
宗
令
達
に
よ
れ
ば
、
管
長

は
一
宗
を
統
理
す
る
（
宗
三
一
）
。
そ
の
品
級
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
つ
い
て
は
、
布
教
は
管
長
自
ら
各
地
を
巡
化
し
（
宗
一
〇
、
令

達
六
号
一
）
、
ま
た
管
長
の
命
に
よ
り
、
特
派
布
教
師
が
行
な
う
（
宗
一
〇
、
一
二
。
別
に
、
大
本
山
住
職
も
本
山
布
教
お
よ
び
各

地
を
巡
化
す
る
（
宗
一
二
、
令
達
二
回
。
地
方
布
教
は
各
教
区
の
寺
院
の
布
教
師
が
宗
務
所
長
の
指
揮
を
受
け
て
布
教
・
伝
道
し

　
（
宗
一
四
、
令
達
六
号
二
七
）
、
ま
た
住
職
は
随
時
に
教
筵
を
開
い
て
信
者
を
化
導
す
（
宗
一
四
、
令
達
六
号
三
四
）
。
そ
の
他
各
種

の
布
教
は
、
布
教
師
が
管
長
の
任
命
な
ど
に
よ
り
、
宗
務
院
、
宗
務
所
長
の
管
轄
の
下
に
行
な
う
（
宗
一
六
、
一
八
）
。
法
要
儀
式

の
執
行
に
つ
い
て
も
、
管
長
、
貫
主
、
教
師
が
そ
の
身
分
に
応
じ
て
行
な
う
（
宗
一
二
－
－
二
八
）
。
裁
治
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
つ

い
て
は
、
管
長
が
一
宗
を
統
理
し
且
つ
宗
門
を
代
表
す
る
（
宗
三
一
）
。
管
長
は
宗
門
の
立
法
権
（
宗
三
二
・
三
三
等
）
、
行
政
権

　
（
宗
三
四
‐
ｌ
－
三
七
等
）
お
よ
び
司
法
権
（
宗
四
〇
等
）
を
有
し
、
中
央
に
宗
務
院
を
置
き
、
そ
こ
に
管
長
を
輔
佐
す
る
者
と
し
て

総
務
部
長
そ
の
他
の
役
職
員
を
置
く
（
宗
四
四
・
四
五
）
。
ま
た
、
全
国
を
宗
務
管
区
に
分
け
て
、
宗
務
所
を
置
き
、
そ
の
所
長
が

宗
務
所
の
事
務
を
総
括
し
、
当
該
管
区
を
代
表
す
る
（
宗
五
五
・
五
六
・
五
八
）
。
寺
院
に
寺
格
が
あ
り
、
大
本
山
・
格
地
・
法
地
・

平
僧
地
お
よ
び
特
別
寺
院
と
し
、
法
地
以
上
の
寺
院
で
あ
っ
て
末
寺
の
あ
る
と
き
は
本
寺
と
す
る
（
宗
二
六
八
・
二
八
四
）
。
住
職
に

大
本
山
住
職
（
貫
主
）
お
よ
び
そ
の
代
務
者
た
る
西
堂
、
一
般
寺
院
住
職
の
区
別
が
あ
り
（
宗
二
九
八
―
－
三
〇
三
）
、
僧
侶
た
る
教

師
を
、
例
え
ば
男
僧
で
は
大
赦
正
（
管
長
お
よ
び
大
本
山
住
職
）
、
大
教
師
・
権
大
教
師
等
に
分
ち
（
宗
三
三
二
―
・
三
四
七
）
ま
た
、

男
僧
た
る
僧
侶
を
、
上
座
・
首
座
・
力
生
・
和
尚
・
大
和
尚
の
法
階
に
定
め
（
宗
三
八
九
）
て
、
夫
々
の
身
分
と
権
限
を
結
付
け
る
。

　
神
社
・
教
派
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
。
徳
川
時
代
に
お
け
る
神
社
は
、
幕
府
の
相
当
に
力
を
入
れ
た
寺
社
行
政
の
影
響
と
、
吉
田
家
ま

た
は
白
川
家
の
支
配
下
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
支
配
外
に
立
つ
神
職
と
が
あ
っ
て
、
部
分
的
に
は
、
階
層
化
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
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わ
れ
る
。
明
治
政
府
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
宗
教
法
人
令
制
定
ま
で
、
国
家
が
品
級
権
、
裁
治
権
を
支
配
し
た
。

然
る
に
、
宗
教
法
人
今
は
、
こ
れ
ら
を
神
社
自
ら
の
手
に
委
ね
、
た
だ
、
神
社
の
包
括
宗
教
団
体
の
主
管
者
が
、
右
に
つ
い
て
示
認

権
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
（
宗
介
六
・
一
一
・
一
二
ノ
ニ
）
。
宗
教
法
人
法
は
、
法
人
た
る
一
神
社
が
、
一
方
的
に
、
法
人
た
る
他

の
神
社
に
裁
治
権
を
お
よ
ぼ
し
得
な
い
と
し
た
（
宗
法
コ
ー
、
Ｉ
、
1
2
）
。
今
、
教
派
で
あ
り
、
宗
教
法
人
で
あ
る
、
神
社
本
庁
と

そ
の
所
属
神
社
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
、
宗
教
法
人
「
神
社
本
庁
」
庁
規
、
宗
教
機
能
に
関
す
る
規
程
、
神
宮
規
則
こ
惘
れ
も
昭
和
二

七
年
制
定
等
）
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
神
社
本
庁
は
、
本
庁
に
統
理
を
置
き
、
統
理
は
本
庁
を
総
括
し
、
代
表
し
、
神
社
並
び
に
本
庁

の
事
務
所
、
神
社
庁
お
よ
び
神
社
の
職
員
を
統
督
す
る
（
庁
規
六
、
七
）
。
品
級
権
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
し
て
は
、
統
理
が
教
派
を
総

轄
す
る
。
統
理
の
下
に
神
職
が
あ
り
、
神
社
の
神
職
（
神
職
は
、
神
明
に
奉
仕
し
、
神
社
神
道
に
基
い
て
宗
教
活
動
に
従
事
す
る
）

は
、
宮
司
、
権
宮
司
、
禰
宜
、
権
禰
宜
の
階
位
を
有
す
る
（
庁
規
八
五
・
八
七
）
、
ま
た
、
神
宮
の
神
職
に
は
、
大
宮
司
、
少
宮
司
、

禰
宜
、
権
禰
宜
、
宮
掌
等
の
序
列
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
、
従
っ
て
夫
々
司
祭
す
る
（
神
宮
規
則
三
一
－
三
七
）
。
裁
治
権
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
は
、
法
上
、
統
理
が
頂
点
に
立
ち
、
本
庁
で
は
、
事
務
総
長
、
常
任
理
事
等
の
理
事
が
統
理
の
裁
治
権
行
使
を
補
佐
し
、
他
に

階
位
あ
る
神
職
が
指
揮
を
う
け
る
。
神
社
で
は
、
宮
司
が
首
位
に
立
ち
権
宮
司
、
禰
宜
が
こ
れ
を
助
け
る
（
庁
規
ハ
ハ
）
。
唯
、
神
社

は
、
明
治
政
府
以
降
の
宗
教
政
策
の
影
響
を
う
け
て
、
宗
門
と
し
て
の
一
体
性
、
従
っ
て
、
階
層
化
が
弱
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
山
　
Ｇ
・
ル
ナ
ー
ル
が
「
制
度
の
哲
学
」
（
小
林
珍
雄
訳
、
栗
田
書
店
刊
）
に
お
い
て
、
未
信
者
に
、
ど
う
し
て
、
教
会
の
体
に
属
す
る
あ
る
も
の

　
　
　
　
を
理
解
し
た
り
、
ま
た
、
そ
の
知
ら
な
い
神
聖
な
使
命
を
目
指
し
て
構
成
さ
れ
た
法
律
知
識
の
正
し
い
観
念
が
得
ら
れ
よ
う
か
。
教
会
法

　
　
　
　
は
未
信
者
に
と
っ
て
は
び
っ
く
り
箱
で
あ
り
、
ま
た
、
眼
き
の
石
で
あ
る
と
い
い
（
二
三
一
頁
、
二
三
二
頁
）
、
ま
た
o
t
t
o

F
r
i
e
d
r
i
c
h
　
:

　
　
　
　
E
i
n
f
i
i
h
r
u
n
g

i
n

d
a
s

K
i
r
c
h
e
n
r
e
c
h
t
1
9
6
1
｡
s
.

3
5
が
、
教
会
の
、
公
の
概
念
設
定
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
で
は
今
日
迄
存
在
し
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な
い
ー
と
し
た
の
を
但
り
つ
つ
ヽ
ま
た
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
寺
院
・
神
社
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

　
　
考
察
を
進
め
る
。

②
　
教
会
を
広
義
に
理
解
し
て
、
教
会
の
根
本
組
戦
法
と
並
ん
で
、
教
会
の
立
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
組
織
Ｅ
ｉ
ｎ
ｎ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
が
存
在
す
る
、

　
　
そ
れ
故
、
教
会
に
は
団
体
的
k
O
r
p
e
r
s
c
h
a
f
t
i
l
c
h
な
性
質
、
即
ち
そ
の
存
在
、
構
成
、
手
段
が
全
部
ま
た
は
一
部
の
構
成
員
の
意
思
に

　
　
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
E
i
n
n
c
h
t
u
n
g
が
存
在
す
る
こ
と
（
A
n
t
o
n

R
e
t
z
b
a
c
h

:

D
a
s

R
e
c
h
t

d
e
r

k
a
t
h
o
l
i
s
c
h
e
n

K
i
r
c
h
e

n
a
c
h
-

　
　
d
e
m

c
o
d
e
x

i
u
r
i
s

c
a
n
o
n
i
c
i

1
9
5
9
｡

s
.
2
1
1
は
疑
な
い
が
、
本
稿
で
は
こ
の
E
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
は
０
聖
職
者
の
そ
れ
と
し
て
の
み
採

　
　
り
入
れ
た
。
宗
教
法
人
が
社
団
的
性
格
を
も
つ
場
合
（
例
、
宗
法
一
八
Ⅵ
、
四
三
Ｉ
）
で
も
そ
れ
に
近
い
。

C
O

O
.

F
r
i
e
d
r
i
c
h

i
b
.

s
s
.

3
5
｡

3
6
.

㈲
０
.
　
F
r
i
e
d
r
i
c
h

i
b
.

s
.

3
6
.

＼
e
S

A
l
f
r
e
d
v
o
i
g
t

:

K
i
r
c
h
e
n
r
e
c
h
t

s
.

1
1
6
｡

1
9
6
1
.

３

0
.

F
r
i
e
d
r
i
c
h

i
b
.

s
.

3
5
｡
ル
ナ
ー
ル
前
禍
害
二
七
五
頁
。

⑦
　
ハ
″
セ
ヴ
ェ
ル
ト
「
教
会
の
奥
義
」
（
八
巻
頴
男
訳
）
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
刊
、
一
九
頁
、
二
〇
頁
。

圓
　
小
口
偉
一
「
宗
教
社
会
学
」
東
京
大
学
出
版
会
刊
一
五
四
頁
、
一
五
六
頁
、
ハ
。
セ
ヴ
ェ
ル
ト
前
掲
書
八
頁
。

圓
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
書
二
七
四
頁
。
な
お
、
教
会
は
、
聖
職
者
、
修
道
者
、
一
般
信
者
か
ら
な
る
（
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
「
教
会
法
」
（
（
久
保
正
幡
、
桑

　
　
原
武
夫
共
訳
）
）
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
刊
、
二
二
三
頁
）
と
か
、
信
者
の
団
体
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
禍
害
三
六
頁
、

　
　
T
.

L
i
n
c
o
l
n

B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

A
d
a
m
c
.

E
l
l
i
s

:
(
3
a
n
o
n

L
a
w

p
.
7
6
｡

1
9
5
8
｡

A
.

V
o
i
g
t

i
b
.
s
.
l
l
O
｡
等
が
触
れ
て
い
る
。

�
　
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
編
「
公
会
議
」
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
刊
、
一
六
頁
。

�
　
ハ
ッ
セ
ヴ
ェ
ル
ト
前
禍
害
二
九
九
頁
。

叫
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
省
二
三
一
頁
、
二
三
二
頁
。
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叫
　
ハ
ッ
セ
ヴ
ェ
ル
ト
九
頁
’
　
O
.
F
n
e
d
r
i
c
h

i
b
.
s
s
.
3
3
.
3
6
.
J
･
P
･
ラ
ベ
ル
前
禍
害
一
〇
頁
、
一
三
頁
、
ゲ
リ
ー
大
司
教
「
司
教
」
（
八

　
　
巻
頴
男
訳
）
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
刊
、
四
六
頁
、
二
五
七
頁
。

�
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
省
二
七
五
頁
。

叫
　
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
・
前
揚
言
三
六
頁
、
B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
si
b
.
p
.
7
7
8
-

叫
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
揚
言
二
二
頁
。
使
徒
の
時
代
か
ら
独
自
の
胎
児
の
法
、
謂
わ
ば
、
真
の
法
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
備
え
た
も
の
Ｉ
ゾ
ー

　
　
ム
は
こ
の
法
的
性
質
に
反
対
Ｉ
Ｉ
が
現
わ
れ
初
め
た
と
い
う
（
ル
ネ
・
メ
。
ツ
前
禍
害
一
五
頁
）
。

㈲
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
一
一
頁
、
o
.

F
n
e
d
r
i
c
hi
b
.
s
.
3
3
.

帥
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
一
四
頁
。

１
　
　
　O
.
F
r
i
e
d
r
i
c
h
i
b
.
s
.
3
6
.

帥
　
ル
ネ
・
メ
。
ツ
前
掲
書
一
四
頁
。

勁
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
言
一
八
頁
。

匈
　
ラ
コ
ラ
デ
ー
ル
「
教
会
論
」
（
岳
野
慶
作
訳
）
中
央
出
版
社
刊
、
九
一
頁
、
九
〇
頁
、
教
会
は
神
の
永
遠
の
経
綸
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
永
続

　
　
的
・
永
遠
的
の
要
素
が
あ
る
（
ラ
コ
ラ
デ
ー
ル
前
禍
害
五
四
頁
、
ハ
ッ
セ
ヅ
ェ
ル
ト
前
揚
言
一
四
頁
）
と
さ
れ
、
ま
た
、
教
祖
キ
リ
ス
ト

　
　
は
、
私
は
世
の
終
り
ま
で
教
会
と
共
に
い
る
、
と
望
ま
れ
た
と
い
う
（
Ｊ
・
Ｐ
ラ
ベ
ル
前
禍
害
二
六
頁
）
。

叫
　
一
九
一
七
年
、
教
皇
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ゥ
ス
一
五
世
の
公
布
し
た
8
d
e
x

l
u
r
i
sc
a
n
o
n
i
c
i
の
こ
と
で
、
本
稿
は
、
ル
イ
ジ
・
チ
ヅ
ィ
ス

　
　
カ
訳
、
一
九
六
二
年
有
斐
閣
刊
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。

叫
　
使
徒
座
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
を
伴
う
教
皇
、
を
指
す
（
t
S
o
u
s
c
a
r
e
n

&

J
i
l
h
si
b
.
p
.
8
5
.
教
会
七
）

如
　
y
v
o
l
g
t

i
b
.
s
.11
4
｡
l
i
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
si
b
.
p
.
7
7
8
｡
A
.
R
e
t
z
b
a
c
hi
b
.
s
.
2
6
.

佃
　
そ
の
理
由
の
一
は
、
法
人
の
全
て
の
権
利
は
、
場
合
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
怠
慢
ま
た
は
浪
費
に
よ
り
、
莫
大
な
損
害
を
惹
き
お
こ
す
か
も
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知
れ
な
い
よ
う
な
自
然
人
の
掌
中
に
あ
る
か
ら
（
B
o
u
s
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s
i
b
.
p
｡
8
7
）
で
も
あ
る
。

ｇ
　
　
　
　
A
.
V
o
i
g
ti
b
.
S
.
1
1
6
.

≪
　
　
　
　
　
A
v
o
i
g
t

i
b
.
S
.
1
1
4
｡
B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s
i
b
.
p
.
8
8
.

叫
　
梅
田
義
彦
「
日
本
宗
教
制
度
史
」
百
華
苑
刊
、
一
一
四
頁
。

匈
　
望
月
仏
散
大
辞
典
1
1
二
七
一
〇
頁
、
森
岡
清
美
「
真
宗
教
団
と
「
家
」
制
度
」
創
支
社
刊
二
四
頁
、
二
七
頁
以
下
。

匈
　
明
治
五
年
一
一
月
八
日
太
政
官
布
告
三
三
四
号
。

匈
　
下
間
空
教
「
宗
教
法
研
究
」
有
斐
閣
刊
、
七
二
頁
、
お
よ
び
第
一
四
回
帝
国
議
会
（
明
治
三
二
年
一
二
月
）
の
宗
教
法
案
（
政
府
案
）
第

　
　
三
条
。
な
お
、
明
治
六
年
二
、
四
日
数
部
省
第
七
号
達
は
、
無
檀
無
住
は
必
ず
し
も
廃
寺
の
理
由
と
は
し
な
い
と
す
る
（
伊
達
光
美
「
日

　
　
本
寺
院
法
論
」
厳
松
堂
刊
、
一
一
五
頁
）
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
主
張
に
近
か
か
ら
ん
か
。

卿
　
第
」
四
回
帝
国
議
会
（
明
、
三
二
、
一
二
、
九
）
提
出
の
宗
教
法
案
で
は
、
教
会
は
、
宗
教
行
為
を
目
的
と
す
る
社
団
ま
た
は
財
団
法
人

　
　
で
あ
り
、
寺
は
寺
院
を
所
有
し
宗
教
行
為
を
目
的
と
す
る
財
団
法
人
と
し
、
寺
院
は
本
尊
を
安
置
し
、
宗
教
行
為
を
な
し
、
僧
侶
の
止
住

　
　
す
る
建
物
と
し
た
。
’
第
五
二
回
帝
国
議
会
（
昭
、
二
、
一
、
二
九
）
提
出
の
宗
教
法
案
は
、
寺
院
は
二
定
の
宗
派
に
属
し
、
堂
宇
を
施
設

　
　
し
、
本
尊
を
安
置
し
、
宗
教
行
為
を
行
な
う
も
の
で
、
法
人
で
あ
る
と
し
、
教
会
は
寺
院
で
は
な
く
て
、
一
定
の
教
団
（
な
ど
）
に
属

　
　
し
ヽ
会
堂
を
施
設
し
、
そ
の
所
属
の
教
団
（
な
ど
）
の
教
義
の
宣
布
等
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。
但
し
、
キ
リ
ス
ト
教
会
は
教
会
規
則
で

　
　
教
団
に
属
さ
な
い
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
。
第
五
六
回
帝
国
議
会
（
昭
、
四
、
二
、
一
五
）
提
出
の
宗
教
団
体
法
案
は
五
二
議
会
の
法

　
　
案
と
ほ
ぼ
同
じ
。

叫
　
明
治
元
年
に
太
政
官
は
高
札
（
所
謂
定
三
札
）
を
建
て
て
、
「
切
支
丹
邪
宗
門
ノ
儀
ハ
堅
ク
御
禁
制
」
と
し
た
が
、
不
平
等
条
約
改
訂
に

　
　
際
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
非
難
を
お
そ
れ
て
、
右
を
撤
去
し
た
。

叫
　
明
治
三
二
、
七
、
二
七
、
「
神
仏
道
以
外
ノ
宗
教
宣
布
並
堂
宇
会
堂
等
二
関
ス
ル
規
程
」
（
内
務
省
令
四
一
号
）
に
よ
る
。
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呻
　
梅
田
義
彦
前
掲
書
四
一
四
頁
。

匈
　
例
え
ば
、
官
制
上
も
、
明
治
三
三
年
内
務
省
の
社
寺
局
を
神
社
局
と
宗
教
局
と
に
分
ち
、
後
に
神
社
局
（
後
に
神
祇
院
）
は
内
務
省
、
宗

　
　
数
局
は
文
部
省
所
管
に
す
る
と
か
、
神
職
は
国
の
官
吏
と
す
る
と
か
、
ま
た
、
宗
数
団
体
法
で
は
神
社
を
対
象
外
と
し
た
こ
と
な
ど
。

叫
　
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
前
提
書
一
三
頁
、
一
四
頁
。

叫
　
例
え
ば
、
上
述
の
第
一
四
回
、
第
五
六
回
帝
国
議
会
政
府
提
出
宗
教
関
係
の
法
案
に
よ
れ
ば
寺
院
は
「
法
人
」
と
す
る
、
と
し
た
。

㈲
　
「
目
に
み
え
な
い
教
会
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
教
会
が
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
」
（
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
前
掲
書
こ
一
頁
）
。

㈲
　
グ
リ
ー
前
掲
書
四
四
頁
。

卿
　
デ
リ
ー
前
掲
書
四
四
頁
。
Ｗ
・
ド
ル
メ
ッ
ソ
ン
「
教
皇
」
（
橋
口
倫
介
訳
）
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
刊
、
三
〇
頁
。

帥
　
例
え
ば
、
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
法
（
明
治
一
九
年
発
布
）
に
よ
れ
ば
、
真
宗
本
願
寺
派
ノ
本
山
ハ
ー
派
中
二
於
テ
只
京
都
本
願
寺
ノ
ー
寺

　
　
二
限
ル
（
一
）
。
本
山
八
一
宗
弘
教
ノ
本
朝
ニ
シ
テ
派
内
ノ
末
徒
ヲ
統
轄
ス
ル
所
（
二
）
、
末
寺
八
一
派
ノ
法
度
二
服
従
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

　
　
ス
（
二
七
）
。
末
寺
ハ
…
…
宗
門
ヲ
護
持
ス
ル
ヲ
本
分
ノ
務
ト
ス
（
二
九
）
、
と
す
る
。
本
山
こ
そ
末
寺
の
存
在
根
拠
で
あ
り
、
窮
極
の
権

　
　
威
者
で
あ
る
。

㈲
　
長
谷
山
正
観
「
宗
教
法
概
論
」
有
信
堂
刊
、
一
二
一
頁
、
一
二
二
頁
、
二
四
九
頁
、
二
五
〇
頁
、
下
間
空
教
前
掲
書
七
三
頁
。

㈲
　
社
格
の
制
度
は
、
崇
神
天
皇
の
朝
に
天
社
国
社
の
別
、
大
宝
令
に
は
神
社
に
大
社
中
社
小
社
の
区
別
、
其
の
後
延
喜
式
に
よ
っ
て
官
社

　
　
（
こ
れ
に
大
小
官
国
幣
社
あ
り
）
の
制
が
あ
り
、
明
治
以
降
は
、
宮
国
幣
社
、
府
県
社
以
下
の
神
社
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
神
宮
の
所
管
下

　
　
に
、
別
言
摂
社
、
末
社
、
所
管
社
の
神
社
が
あ
っ
た
（
岡
田
包
義
「
神
社
制
度
大
要
」
政
治
教
育
協
会
刊
三
七
頁
－
ハ
○
頁
。
）

帥
　
宗
教
法
人
「
神
社
本
庁
」
庁
規
三
、
七
三
、
宗
教
機
能
に
関
す
る
規
程
三
。

㈲
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
二
六
頁
。

姉
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
書
二
二
八
頁
。
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帥
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
１
:
二
二
九
頁
。

紬
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
省
二
三
一
頁
、
二
三
二
頁
。

闘
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
省
二
三
四
頁
、
二
三
三
頁
、
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
二
二
頁
。

匈
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
書
二
三
三
頁
、
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
省
二
六
頁
、
ラ
コ
ラ
デ
ー
ル
前
掲
省
四
二
頁
。

締
　
ル
ナ
ー
ル
前
掲
省
二
三
三
頁
、
二
三
四
頁
。

叫
　
ル
ネ
・
メ
″
ツ
前
掲
省
二
四
頁
。

Ｓ
　
　
　
　
A
.R
e
t
z
b
a
c
hi
b
.
s
.
2
1
｡A
.

V
o
i
g
ti
b
.
s
.
l
O
7
｡O
.

F
r
i
e
d
r
i
c
h
i
b
.
s
.
3
3
.

2

A
.

V
o
i
g
ti
b
.
S
.
1
0
7
.

§
　
例
え
ば
、
次
の
表
を
み
ら
れ
た
い
（
梅
田
義
彦
前
掲
省
三
八
〇
頁
よ
り
）
。

　
　
　
　
　
（
制
定
権
者
）
　
　
　
　
　
（
対
象
）
　
　
　
　
（
例
）

　
　
山
　
寺
院

｛
に

職
会

一
匹
一

当
該
寺
院
１
天
台
宗
宗
園
寺
定

　
　
　
　
　
　
　
　
庄
・
檀
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
中
世
に
多
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
寺
院
―
真
言
宗
石
山
寺
条
目

　
　
②
　
本
山
寺
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
般
末
寺
―
曹
洞
門
下
法
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
特
定
寺
院
ｌ
曹
洞
宗
恵
倫
寺
定

　
　
圓
　
僧
録
触
頑
ｘ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
。
』
一
般
配
下
―
曹
洞
宗
控

綿
　
す
べ
て
の
権
威
は
ま
ず
あ
る
階
級
制
度
即
ち
同
一
目
的
を
め
ざ
し
て
行
動
す
べ
く
組
織
さ
れ
た
人
の
集
団
が
必
要
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
こ
の

　
　
階
級
を
保
管
し
、
自
由
に
使
用
で
き
る
権
力
が
必
要
で
あ
る
（
ラ
コ
ラ
デ
ー
ル
前
掲
書
三
四
頁
）
、
と
い
わ
れ
る
。
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紬
　
小
口
偉
一
前
掲
書
一
六
四
頁
。

紬
　
小
口
偉
一
前
掲
書
一
一
一
頁
。

糾
　
小
口
偉
一
前
掲
書
一
二
七
頁
、
一
二
八
頁
。

鵜
　
小
口
偉
一
前
掲
書
一
七
一
頁
。

脳
　
ラ
コ
ラ
デ
ー
ル
前
掲
書
頁
四
三
。

糾
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
二
六
頁
、
ゲ
ー
リ
ー
前
掲
書
二
五
九
頁
、
０
.
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｉ
ｂ
.
ｓ
.
３
８
.

糾
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
二
六
頁
。
即
ち
、
教
会
は
民
主
制
の
社
会
で
は
な
い
。
首
長
、
幹
部
は
平
信
者
か
ら
托
さ
れ
た
権
力
を
有
す
る
の

　
　
で
は
な
い
。

昧

J
B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s

i
b
.

p
.
9
3
は
、
教
会
は
教
会
法
に
よ
る
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
社
会
h
i
e
r
a
J
c
h
i
c
a
l

s
o
c
i
e
t
y
で
あ
る
、
と
い
う
。

励
　
ゲ
ー
リ
ー
前
掲
書
一
六
頁
、
Ｗ
・
ド
ル
メ
ッ
ソ
ン
前
掲
書
三
頁
以
下
。

綿
　
ハ
ッ
セ
ヴ
ェ
ル
ト
前
掲
書
三
〇
五
頁
、
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
一
一
八
頁
以
下
、
ラ
コ
ル
デ
ー
ル
前
掲
書
四
〇
頁
。

紬
　
o
.
l
<
r
i
e
d
r
i
c
h

i
b
.

s
.
.
S
8
.
B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s

i
b
.

p
p
.

9
4
-
9
5
.

A
.

V
o
i
g
t

i
b
.

s
.
1
1
7
｡

A
.

R
e
t
z
b
a
c
h

i
b
.

s
.
2
9
ル
ネ

　
　
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
一
一
九
頁
以
下
。

H

A
.

R
e
t
z
b
a
c
h

i
b
.

s
.
2
9
.

B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s

i
b
.

p
p
.
9
4
｡
9
5
.

R
e
n
e

M
e
t
z

:

W
h
a
t

i
s
C
a
n
o
n
　
L
a
w
　
p
.
8
4
.
　
　
1
9
6
0
.

ｇ
　
　
　
　
B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s

i
b
.

p
.
1
3
2
―
｡
　
　
A
.
R
e
t
z
b
a
c
h

i
b
.
s
.
2
９
｡
下
間
空
教
前
掲
書
一
一
七
頁
。

ｇ
　
　
　
　
B
o
u
s
c
a
r
e
n

&

E
l
l
i
s

i
b
.

p
.
1
4
3
.

ｇ
　
　
　
　
R
.
M
e
t
z

i
d
.
p
.
8
4
.

ｇ
　
　
　
　
A
.
R
e
t
z
b
a
c
h

i
b
.
s
.
2
9
.

卸
　
小
口
偉
一
前
掲
書
一
七
二
頁
。
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帥
　
長
谷
山
正
観
前
掲
書
二
五
五
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
帥
　
財
団
的
宗
教
結
合
体
の
意
志
構
造

　
１
　
財
団
的
宗
教
結
合
体
の
意
思
は
設
立
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
既
に
触
れ
た
（
本
稿
第
二
、
一
）
よ
う
に
、
設
立
者
は
そ

の
設
立
意
図
お
よ
び
事
業
を
永
久
的
に
、
し
か
も
不
変
に
存
続
せ
し
め
た
い
と
願
う
こ
と
か
ら
、
彼
の
意
思
は
そ
の
結
合
体
に
少
く

と
も
原
理
的
な
も
の
と
し
て
永
く
残
そ
う
と
す
る
。
唯
、
現
実
に
彼
自
身
は
、
そ
の
組
合
体
か
ら
去
る
こ
と
は
決
定
的
で
あ
る
。
そ

こ
で
彼
は
、
こ
の
現
実
の
結
合
体
が
、
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
、
永
く
生
存
し
て
い
く
た
め
に
、
彼
の
与
え
た
原
理
的
、
根
源
的
な

意
思
は
変
更
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
、
現
実
の
環
境
に
順
応
し
て
生
き
る
た
め
に
、
一
定
の
限
度
で
、
そ
の
意
思
を
解
釈
し
、
執
行

し
、
従
っ
て
場
合
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
範
囲
内
で
立
法
の
権
限
も
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
与
え
ら
れ
た
意
思
形
成
の
権
限
は
、
仮

に
設
立
者
の
意
思
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
基
づ
く
権
威
が
異
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
２
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
意
思
形
成
に
つ
い
て
。
教
祖
キ
リ
ス
ト
は
、
私
は
こ
の
岩
の
上
に
、
私
の
教
会
を
た
て
よ
う
、
と
い

い
、
唯
一
、
聖
、
公
、
使
徒
伝
来
の
教
会
を
た
て
た
、
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
こ
そ
教
会
の
基
礎
的
組
織
、
即
ち
信
仰
の
遺
産
・

教
導
権
・
秘
蹟
を
確
立
し
、
永
久
に
生
き
残
り
、
誤
る
こ
と
の
な
い
権
威
の
上
に
建
て
た
と
謂
わ
れ
る
。
ま
た
、
教
祖
キ
リ
ス
ト

は
、
使
徒
ベ
テ
ロ
に
、
私
の
代
理
者
に
な
り
な
さ
い
。
私
は
教
会
の
、
目
に
見
え
な
い
頭
で
あ
る
、
あ
な
た
は
教
会
の
目
に
見
え
る

頭
と
し
て
治
め
な
さ
い
、
あ
な
た
の
権
能
は
、
私
の
そ
れ
と
同
様
に
無
限
で
あ
る
、
と
言
っ
た
と
い
う
。
か
く
て
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
（
世
界
教
会
）
の
設
立
者
は
ベ
テ
ロ
で
あ
り
、
彼
の
み
が
こ
の
教
会
の
頭
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
そ
れ
ら
教
会
の
至
高
の

権
力
は
、
目
に
見
え
る
教
会
の
設
立
者
と
し
て
の
宗
祖
の
（
教
祖
が
、
単
一
君
主
制
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
望
ま
れ
、
教
会
は
君
主
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割
に
な
ら
っ
て
組
織
さ
れ
た
よ
う
に
）
、
唯
一
人
の
手
中
に
統
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
か
。

　
寺
院
の
意
思
形
成
に
つ
い
て
。
寺
院
の
意
思
は
宗
祖
そ
の
他
の
設
立
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
京
都
本
願
寺
は
、
宗

祖
見
真
大
師
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
「
弘
安
三
年
覚
信
大
谷
寺
務
ヲ
如
信
二
附
シ
且
ツ
書
ヲ
門
弟
等
二
胎
り
永
ク
大
師
ノ
系
統
ヲ
以

テ
相
承
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
成
約
」
し
（
真
宗
本
願
寺
本
派
法
規
類
纂
宗
制
附
録
よ
り
）
て
、
そ
の
大
綱
を
示
さ
れ
、
其
の
後
の
「
宗
意
安
心

ノ
正
不
正
ヲ
判
決
ス
ル
ハ
伝
燈
法
主
ノ
職
任
ナ
リ
」
（
宗
制
一
一
）
と
し
て
、
裁
治
権
・
品
級
権
を
そ
の
後
継
者
に
委
せ
た
。
ま
た
、

例
え
ば
、
曹
洞
宗
宗
祖
道
元
は
永
平
寺
開
闘
の
始
祖
で
あ
っ
て
（
明
治
五
年
、
両
山
盟
約
一
）
、
同
「
宗
ハ
仏
祖
単
伝
ノ
正
法
ヲ
以
テ

宗
旨
ト
ス
」
、
「
本
宗
ノ
儀
式
ハ
仏
祖
ノ
示
訓
ト
洞
上
行
持
規
範
ト
ニ
依
拳
万
」
と
し
て
、
そ
の
宗
教
活
動
の
意
思
は
宗
祖
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
昭
和
九
年
曹
洞
宗
宗
憲
前
文
に
よ
れ
ば
「
本
宗
独
特
仏
祖
直
指
単
伝
ノ
宗
体
ハ
専
ラ
法
統
寺
統

ノ
桐
胴
相
承
ヲ
完
ウ
ス
ル
ニ
在
り
而
シ
テ
法
統
ノ
桐
胴
ハ
源
ヲ
高
祖
太
祖
二
発
シ
寺
統
ノ
相
承
ハ
流
ヲ
両
大
本
山
二
窮
ム
」
、
「
法

寺
両
統
ノ
大
本
ハ
炳
ト
シ
テ
高
阻
太
祖
ノ
真
儀
二
在
り
歴
代
ノ
貫
主
世
世
其
ノ
統
ヲ
胴
承
シ
領
有
シ
テ
連
綿
不
断
洽
ル
コ
ト
ナ
シ
」

と
し
て
い
る
。
宗
祖
の
本
山
ま
た
は
本
山
寺
設
立
の
意
思
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
末
寺
そ
の
他
に
お
い
て
も
、
設
立
者
の
設
立

意
図
が
寺
院
の
意
思
を
形
成
す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哨

　
神
社
の
意
思
形
成
。
宗
教
組
合
体
と
し
て
の
神
社
の
意
思
も
設
立
者
が
与
え
る
。
設
立
者
は
「
祭
神
の
奉
斎
」
を
決
定
し
、
祭
神

に
奉
仕
し
て
、
神
霊
・
教
義
（
祝
詞
等
に
示
さ
れ
る
）
を
伝
え
る
司
祭
者
を
決
め
、
本
殿
・
拝
殿
等
を
造
営
す
る
。
こ
の
設
立
者
の

意
図
は
神
社
の
将
来
の
宗
教
活
動
を
基
本
的
に
拘
束
す
る
。

　
　
田
　
Ｗ
・
ド
ル
メ
ッ
ソ
ン
前
掲
書
九
頁
、
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
前
掲
書
一
一
頁
。

　
　
②
　
Ｗ
・
ド
ル
メ
ッ
ソ
ン
前
掲
書
五
二
頁
、
五
八
頁
、
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
前
掲
書
こ
一
頁
、
ゲ
ー
リ
ー
前
掲
書
三
一
頁
。
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卯
　
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
前
掲
書
一
六
頁
、
二
〇
頁
、
二
Ｉ
頁
、
Ｗ
・
ド
ル
メ
ッ
ソ
ン
前
掲
書
二
〇
頁
、
二
五
頁
、
三
〇
頁
。

　
　
㈲
　
Ｗ
・
ド
ル
メ
ッ
ソ
ン
前
掲
書
二
五
頁
、
四
一
頁
、
四
三
頁
、
四
五
頁
、
五
〇
頁
、
五
六
頁
。

　
　
⑤
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
一
三
四
頁
、
Ｊ
・
Ｐ
・
ラ
ベ
ル
前
掲
書
三
六
頁
。

　
　
圓
　
大
正
一
一
年
曹
洞
宗
宗
憲
一
、
三
。

　
　
⑦
　
宮
地
直
一
前
掲
書
四
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
　
財
団
的
宗
教
結
合
体
の
意
志
害
現

　
―
　
既
に
与
え
ら
れ
た
財
団
的
宗
教
組
合
体
の
意
思
は
、
現
実
に
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
聖
職
者
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
る
。
宗
教
結
合
体
を
活
動
組
織
の
点
か
ら
み
て
、
そ
の
聖
職
者
の
法
上
の
地
位
が
、
代
理
人
で
あ
る
か
機
関
で
あ
る
か
は
争
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
橋
は
一
般
論
と
し
て
、
後
者
に
左
胆
す
る
。
ま
ず
、
聖
職
者
の
一
般
的
な
概
念
を
み
よ
り
。

　
聖
職
者
は
宗
教
結
合
体
に
お
け
る
精
神
的
、
霊
的
な
、
本
来
の
宗
教
行
為
を
行
な
う
回
と
、
こ
れ
を
前
提
と
し
つ
つ
、
宗
教
結
合

体
に
お
け
る
統
治
を
行
な
う
面
と
の
二
の
機
能
を
も
つ
。
但
し
、
宗
数
回
の
み
を
も
っ
て
、
統
渋
面
を
も
た
な
い
聖
職
者
は
あ
る
が
、

こ
の
逆
は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
は
、
本
来
の
宗
教
行
為
こ
そ
宗
教
組
合
体
の
最
初
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
要
件
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

聖
職
者
の
身
分
の
取
得
は
、
宗
教
組
合
体
の
定
め
に
よ
る
が
、
例
え
ば
、
カ
ト
リ
ツ
タ
教
会
で
は
初
剃
髪
と
聖
職
に
つ
く
こ
と
（
に
よ

り
（
教
会
一
〇
八
Ｉ
）
、
真
宗
本
願
寺
派
で
は
得
度
と
僧
籍
名
簿
登
録
に
よ
り
（
同
派
宗
制
六
、
寺
細
一
一
、
得
度
規
約
六
）
、
曹
洞
宗

宗
派
で
は
得
度
と
僧
籍
簿
登
録
に
よ
り
（
同
派
宗
制
三
八
三
―
三
八
七
）
、
神
社
本
庁
の
神
職
た
る
身
分
は
、
階
位
を
有
す
る
信
者

で
神
社
本
庁
庁
規
（
ハ
ハ
）
お
よ
び
「
神
職
身
分
に
関
す
る
規
程
」
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
た
者
が
な
る
。
聖
職
者
の
身
分
を
取
得
す
る

と
一
の
組
織
せ
ら
れ
た
ヽ
階
層
化
さ
れ
た
社
会
に
入
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。
こ
の
聖
職
者
の
社
会
は
謂
は
ば
職
能
団
体
、
職
業
集
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団
と
も
い
う
べ
き
而
も
あ
る
（
・
聖
職
者
は
、
そ
の
身
分
に
応
じ
て
、
信
者
と
異
な
る
権
利
や
義
務
を
そ
の
所
属
宗
教
組
合
体
に
対
し

て
有
し
て
い
る
。
唯
、
彼
の
権
威
は
、
少
く
と
も
財
団
的
宗
教
結
合
体
に
お
い
て
は
平
信
者
か
ら
来
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
神

の
委
任
、
教
祖
・
宗
祖
か
ら
来
る
も
の
と
さ
れ
る
。
聖
職
者
の
身
分
の
喪
失
も
、
所
属
宗
教
組
合
体
の
定
め
に
よ
る
。
例
え
ば
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
、
聖
職
者
の
身
分
を
捨
て
て
平
信
者
に
も
ど
る
こ
と
は
、
特
に
上
級
品
級
を
う
け
て
い
る
と
き
は
む
ず

か
し
い
と
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
も
、
実
質
上
は
と
も
か
く
、
教
会
法
上
、
特
に
独
身
の
義
務
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
。

寺
院
で
も
、
一
定
の
事
由
が
あ
っ
て
帰
俗
し
た
者
が
再
び
同
派
の
僧
侶
た
ら
ん
と
す
る
と
き
は
、
特
別
の
手
続
を
必
要
と
す
る
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

神
職
が
そ
の
身
分
を
失
っ
た
と
き
に
つ
い
て
も
規
定
が
あ
る
。

r
H
　

O
.

F
r
i
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d
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i
b
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s
.
3
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｡

B
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E
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l
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i
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p
.
9
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｡

R
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M
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p
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8
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｡

A
.

R
e
t
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c
h

i
b
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s
s
.
2
9
｡
3
0
.

　
　
②
　
例
え
ば
、
教
会
法
一
〇
八
条
を
み
よ
。
そ
の
他
、
K
.

M
e
t
z

l
b
.

p
.
8
4
.

　
　
Ｃ
<
５
　
小
口
偉
一
前
掲
書
一
五
六
頁
、
ル
ナ
ー
ル
前
掲
書
二
七
二
頁
、
二
七
四
頁
。

　
　
＾
　
　

R
.

M
e
t
z

i
b
.

p
.
8
0
.

　
　
＼
a
　
ル
ネ
・
メ
ッ
ツ
前
掲
書
一
二
一
頁
、
一
二
二
頁
。

　
　
㈲
　
曹
洞
宗
宗
制
四
一
二
、
真
宗
本
願
寺
派
得
度
規
約
ハ
ー
一
五
、
神
社
本
庁
の
神
宮
規
則
三
二
ｉ
－
三
四
、
（
神
社
）
本
庁
に
所
属
し
な

　
　
　
　
い
神
社
の
職
員
取
扱
に
関
す
る
規
程
一
１
１
三
。

-140-


